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1.はじめに
気仙沼湾は，本州北部，三陸海岸南部に位置し，リアス式海岸の一部を成す．気仙沼湾沿岸には複数の海成段丘面が

分布するとされ，5群の海成段丘面に区分されている（三浦，1966）．小池・町田（2001）は，三浦（1966）の報告に基
づき，岩月段丘を海洋酸素同位体ステージ（海洋酸素同位体ステージ；以下，MIS）5eに対比し，上位の段丘面をそれ
ぞれMIS 11，9，7に，下位の片浜段丘をMIS 5cとして整理した．しかし，これらの段丘面の編年は相対年代に基づい
てきたため，新たな手法による編年が求められている．
そこで本研究では，気仙沼湾沿岸における海成段丘面について，絶対年代に基づき編年を再検討することを主な目的

とする．地形と堆積物の編年を行うにあたっては，近年様々な堆積物の編年に有効とされ，堆積物中の鉱物粒子から直接
年代値を算出することが可能な，ルミネッセンス年代測定法を適用する．ルミネッセンス年代測定法では，石英の SAR
法によるOSL年代測定法が現在最も広く適用されているが（Wintle and Murray, 2000；Murray and Olley, 2002），経験的
に等価線量が約 200 Gyで飽和することが知られており，日本に分布する堆積物の場合は，MIS 4以前の堆積物への適用
が困難な場合がある．そこで本研究では，ルミネッセンス年代測定法の中でも最新の手法であり，石英のOSL年代測定
法よりも古い年代まで適用が可能な，elevated temperature post-IR IRSL(以下，pIRIR；Buylaert et al., 2009)年代測定法の
適用を試みた．

2.研究方法
野外調査では，気仙沼湾の沿岸部に分布する海成段丘（三浦，1966）において露頭記載や地形断面測量を行った．海

成砂礫層やローム層が認められる場合には，pIRIR年代測定とテフラ分析のための試料採取を行なった．調査地点周辺で
は改めて空中写真判読による地形分類図の作成を行った．

pIRIR年代測定の試料処理にあたっては，主に風成堆積物や細粒な海成層への適用を行うため，採取試料から沈降法に
より粒径 4～11μmのポリミネラルファイングレイン試料を抽出し，薬品処理を行い測定試料とした．等価線量の算出
にあたっては，Thiel et al.(2010)などにしたがって，pIRIR測定をおこなった．

3.結果とまとめ
気仙沼湾周辺の段丘地形での野外調査の結果，低位の海成段丘面とされる岩月段丘や片浜段丘においては，多くの地

域で基盤岩が直接露出するか，河成砂礫が被覆している場合がある．一方で，気仙沼湾南部に位置する半島である岩井崎
周辺においては，岩月段丘の露頭（標高約 11 m）で，基盤の千岩田層（鮮新世末期～前期更新世；志井田，1940など）
の未固結の砂岩およびシルト岩を，暗灰色のシルト砂礫層，風成堆積物（以下，レス）が覆うことが確認された．また，
同じく岩井崎における突端部の片浜段丘の露頭（標高約 6 m）では，石灰岩からなる基盤岩を，レスが覆うことが確認さ
れた．岩井崎周辺の岩月段丘および片浜段丘におけるレスの基底付近で採取した試料に pIRIR年代測定法を適用した結
果，年代値はいずれもMIS 7に対比される結果となった．　
これらの野外調査と pIRIR年代測定の結果，岩井崎付近に分布する岩月段丘および片浜段丘はMIS 7の海成段丘である

と考えられる．これらの結果は，MIS 5の海成段丘は陸域に分布せず，現在の海底下にあることを示唆するものである．
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